
は
じ
め
に

投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
企
業
再
生
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
地
方
の
中
堅
・
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
地
方
再
生
フ
ァ

ン
ド
の
設
立
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
特
徴
は
、
第
一
に
地
方
銀
行
の
関
与
が
大
き
く
、
地
銀
と
民
間

フ
ァ
ン
ド
会
社
と
の
提
携
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
、
第
二
に
地
方
自
治
体
や
そ
の
関
連
団
体
等
の
公
的
機
関

が
関
与
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
機
関
の
主
導
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
、
第
三
に
国
内
外
大
手
の
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

運
営
会
社
の
参
入
は
一
部
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
、
第
四
に
各
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
総
額
は
二
〇
〜
五
〇
億

円
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
、
第
五
に
投
資
方
針
は
債
権
買
取
型
が
多
い
が
、
株
式
等
へ
の
出
資
も
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
従
来
、
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
と
、
外
資
系
や
国
内
系
の
大
型
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
大

型
案
件
へ
の
投
資
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
比
べ
て
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
は
投
資
方
針
や
投
資
対
象

な
ど
の
点
で
異
な
っ
て
お
り
、
地
方
金
融
機
関
の
不
良
債
権
処
理
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
強
く
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
は
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
を
供
給
し
、
リ
タ
ー
ン
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
は
、
地

銀
や
地
方
自
治
体
の
関
与
度
が
高
い
た
め
に
、
地
銀
の
不
良
債
権
処
理
や
地
方
自
治
体
の
政
策
目
的
な
ど
が
重
視
さ
れ
、
逆
に
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
と
い
っ
た
尺
度
が
軽
視
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
地
方
の
中
堅
・
中
小
企
業
は
、
投
資
案
件
と
し
て
小
規
模

で
あ
り
す
ぎ
る
た
め
、
フ
ァ
ン
ド
投
資
の
間
尺
に
あ
わ
な
い
場
合
が
多
く
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
企
業
再
生
が
難
し
い
と
い
う
指
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地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
現
状

松
尾
　
順
介



摘
も
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ド
が
ど
の
程
度
の
案
件
を
手
が
け
、
ど
の
程
度
地
方
再
生
に
寄
与
し
て
い
る
か
は
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
現
状
を
概
観
し
た
上
で
、
大
阪
産
業
振
興
機
構
と
筆

者
が
共
同
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。

１
　
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
特
徴

ま
ず
、
現
在
運
営
さ
れ
て
い
る
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
は
、
四
五
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
こ
の
種
の
フ
ァ

ン
ド
が
活
動
し
て
い
る
（
図
表
１
参
照
）。
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ド
の
特
徴
は
、
主
に
以
下
で
あ
る
。

第
一
に
、
地
方
銀
行
の
関
与
が
大
き
い
点
で
あ
る
。
従
来
型
の
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
は
、
フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社
ま
た
は
証
券
会
社

の
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
部
門
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
一
部
の
銀
行
系
フ
ァ
ン
ド
を
除

い
て
は
、
金
融
機
関
は
再
生
対
象
企
業
の
融
資
債
権
者
と
し
て
の
立
場
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
方
再
生
フ
ァ
ン

ド
に
関
し
て
、
地
銀
を
中
心
と
す
る
地
方
金
融
機
関
が
果
た
し
て
い
る
役
割
と
し
て
、
①
フ
ァ
ン
ド
設
立
の
主
導
（
フ
ァ
ン
ド
運
用

会
社
と
の
提
携
な
ど
）、
②
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
、
③
フ
ァ
ン
ド
へ
の
人
材
派
遣
、
④
フ
ァ
ン
ド
へ
の
案
件
紹
介
、
⑤
フ
ァ
ン
ド
へ

の
債
権
売
却
、
⑥
フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社
と
再
生
計
画
の
相
談
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
⑦
フ
ァ
ン
ド
が
サ
ー
ビ
シ
ン
グ
業
務
を
委
託
す

る
サ
ー
ビ
サ
ー
会
社
の
設
立
、
⑧
サ
ー
ビ
サ
ー
へ
の
人
材
派
遣
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
お
い
て
、

地
方
金
融
機
関
が
上
記
の
す
べ
て
の
点
に
係
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
地
方
金
融
機
関
は
債
権
売
却
の
み
に
ほ
ぼ
役
割
を
限
定
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
各
フ
ァ
ン
ド
に
よ
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
の
関
与
度
に
は
差
が
あ
り
、
地
域
金
融
機
関
主

導
型
と
い
え
る
も
の
と
、
公
的
機
関
主
導
型
と
い
う
べ
き
も
の
に
大
別
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
地
方
自
治
体
や
そ
の
関
連
団
体
等
の
公
的
機
関
が
関
与
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
地
方
金
融
機
関
の
関

（18）
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図
表
１
　
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
一
覧
（
2005年

７
月
末
現
在
）

（
注
）
カ
ッ
コ
内
の
金
額
は
、
１
地
域
で
は
な
く
複
数
地
域
を
対
象
と
す
る
フ
ァ
ン
ド
の
総
額
で
あ
る
。
ま
た
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
Ⅱ
は
、
複
数
の
地
域
の
金
融
機
関
と

提
携
し
て
い
る
。

元
気
出
せ
大
阪
フ
ァ
ン
ド
は
、
推
進
協
議
会
と
連
携
す
る
３
つ
の
フ
ァ
ン
ド
を
も
ち
、
運
営
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
運
営
し
て
い
る
。

（
資
料
）
新
聞
報
道
、
各
金
融
機
関
・
フ
ァ
ン
ド
等
の

H
P
・
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
等
を
も
と
に
作
成
。

地
域

設
立
年
月

総
額

運
営
管
理
者

2
0
0
3
年
９
月

1
0
0
億
円

岩
手

2
0
0
4
年
６
月
北
東
北
事
業
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド

2
0
億
円

北
日
本
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

青
森
、
秋
田
、
岩
手

2
0
0
4
年
９
月
北
東
北
が
ん
ば
る
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

青
森
銀
行
、
秋
田
銀
行
、
岩
手
銀
行

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

秋
田

2
0
0
5
年
７
月
地
域
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

3
0
億
円

北
都
銀
行
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行

船
井
財
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

山
形

2
0
0
4
年
１
月
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
Ⅱ

（
3
1
0
億
円
）
山
形
銀
行

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

宮
城

2
0
0
4
年
９
月
み
や
ぎ
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

3
0
億
円

七
十
七
銀
行
、
仙
台
銀
行

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

福
島

2
0
0
4
年

1
0
月
福
島
リ
バ
イ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド

不
明

東
邦
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

栃
木

2
0
0
4
年
７
月
と
ち
ぎ
地
域
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

足
利
銀
行
等

1
1
金
融
機
関

と
ち
ぎ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

北
海
道
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

大
和
証
券

SM
B

C
PI、

北
洋
銀
行
等
３
金
融
機
関

名
称

関
係
す
る
金
融
機
関
等

北
海
道

北
海
道
マ
ザ
ー
ラ
ン
ド
キ
ャ
ピ
タ
ル

群
馬

2
0
0
5
年
２
月
ぐ
ん
ま
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

不
明

群
馬
銀
行

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

茨
城

2
0
0
4
年
４
月
茨
城
い
き
い
き
フ
ァ
ン
ド

3
0
億
円

常
陽
銀
行
等
６
金
融
機
関

い
ば
ら
き
ク
リ
エ
イ
ト

埼
玉

2
0
0
3
年
７
月
埼
玉
企
業
リ
バ
イ
バ
ル
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

埼
玉
り
そ
な
銀
行

三
洋
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
投
資
顧
問

千
葉

2
0
0
4
年
２
月
ち
ば
再
生
フ
ァ
ン
ド

（
2
0
0
億
円
）
千
葉
銀
行
等
３
金
融
機
関

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

東
京

2
0
0
4
年

1
0
月
東
京
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド

1
0
0
億
円
大
和
証
券

S
M

B
C

P
I
等

大
和
証
券

S
M

B
C

P
I

東
京

2
0
0
5
年
３
月
再
生
フ
ァ
ン
ド
・
リ
カ
バ
リ

2
0
0
億
円

新
銀
行
東
京
、
あ
お
ぞ
ら
銀
行

あ
お
ぞ
ら
債
権
回
収

長
野

2
0
0
4
年
２
月
ず
く
だ
せ
信
州
元
気
フ
ァ
ン
ド

3
0
億
円

八
十
二
銀
行
等
９
金
融
機
関

や
ま
び
こ
債
権
回
収

新
潟

2
0
0
4
年
１
月
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
Ⅱ

（
3
1
0
億
円
）
第
四
銀
行

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

新
潟

2
0
0
5
年
３
月
に
い
が
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

北
越
銀
行

オ
リ
ッ
ク
ス

新
潟

2
0
0
4
年
９
月
に
い
が
た
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

不
明

第
四
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

静
岡

2
0
0
4
年
３
月
静
岡
中
小
企
業
支
援
フ
ァ
ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー

4
0
億
円

静
岡
銀
行
等

1
4
金
融
機
関

静
岡
キ
ャ
ピ
タ
ル

愛
知

2
0
0
4
年
１
月
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
Ⅱ

（
3
1
0
億
円
）
愛
知
銀
行

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

愛
知

2
0
0
5
年
３
月
愛
知
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

2
8
.2
億
円

名
古
屋
銀
行
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
愛
知
銀
行
、
中
京
銀
行
等

19金
融
機
関
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

岐
阜

2
0
0
5
年
１
月
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
Ⅱ

（
3
1
0
億
円
）
十
六
銀
行
、
大
垣
共
立
銀
行
等
７
金
融
機
関

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

三
重

2
0
0
4
年
７
月
三
重
再
生
フ
ァ
ン
ド

（
2
0
0
億
円
）
百
五
銀
行
等
３
金
融
機
関

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

滋
賀

2
0
0
4
年
７
月
し
が
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

不
明

滋
賀
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

京
都

2
0
0
5
年
２
月
き
ょ
う
と
企
業
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド

不
明

京
都
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

奈
良

2
0
0
4
年

1
1
月
な
ら
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド

不
明

南
都
銀
行

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

和
歌
山

2
0
0
5
年
２
月
く
ろ
し
お
企
業
支
援
フ
ァ
ン
ド

1
0
0
億
円
紀
陽
銀
行

オ
リ
ッ
ク
ス

大
阪

2
0
0
3
年

1
1
月
元
気
出
せ
大
阪
フ
ァ
ン
ド

非
公
表

府
下
の
金
融
機
関

大
和
証
券

SM
BCPI、

U
FJつ

ば
さ
証
券
、
三
洋
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
投
資
顧
問

岡
山

2
0
0
4
年
１
月
マ
ス
カ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド

（
2
0
0
億
円
）
中
国
銀
行

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

広
島

2
0
0
3
年

1
1
月
ひ
ろ
し
ま
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

3
0
億
円

広
島
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

広
島

2
0
0
5
年
１
月
せ
と
み
ら
い
再
生
フ
ァ
ン
ド

1
0
0
億
円
広
島
銀
行
、
も
み
じ
銀
行
、
広
島
信
金

せ
と
み
ら
い
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
子
会
社
）

島
根
、
鳥
取

2
0
0
4
年

1
2
月
山
陰
中
小
企
業
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド

2
0
億
円

山
陰
合
同
銀
行
等

1
0
金
融
機
関

ご
う
ぎ
ん
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
株
）

香
川

2
0
0
4
年
７
月
ま
ん
で
が
ん
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

百
十
四
銀
行
等
５
金
融
機
関

オ
リ
ッ
ク
ス

徳
島

2
0
0
5
年
６
月
と
く
し
ま
企
業
支
援
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀
行
等
５
金
融
機
関

オ
リ
ッ
ク
ス

高
知

2
0
0
5
年
３
月
南
国
土
佐
再
生
フ
ァ
ン
ド

2
0
億
円

四
国
銀
行
等
２
金
融
機
関

四
国
キ
ャ
ピ
タ
ル
リ
サ
ー
チ
（
株
）

愛
媛

2
0
0
5
年
６
月
え
ひ
め
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

3
0
億
円

伊
予
銀
行
、
愛
媛
銀
行
な
ど
７
金
融
機
関

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

福
岡

2
0
0
3
年
９
月
福
岡
銀
行
再
生
フ
ァ
ン
ド

（
2
0
0
億
円
）
福
岡
銀
行

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

佐
賀
、
長
崎
、
福
岡

2
0
0
4
年
３
月
九
州
広
域
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

佐
賀
銀
行
等
３
金
融
機
関

オ
リ
ッ
ク
ス

長
崎

2
0
0
4
年
３
月
な
が
さ
き
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

2
0
0
億
円

十
八
銀
行
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
オ
リ
ッ
ク
ス

J
N

C
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

熊
本

2
0
0
4
年
１
月
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
Ⅱ

（
3
1
0
億
円
）
肥
後
銀
行

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

大
分

2
0
0
4
年
１
月
大
分
企
業
支
援
フ
ァ
ン
ド

5
0
億
円

大
分
銀
行
等
３
金
融
機
関

大
分
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

宮
崎

2
0
0
3
年
９
月
宮
崎
県
中
小
企
業
等
支
援
フ
ァ
ン
ド

2
5
億
円

宮
崎
銀
行
等
２
金
融
機
関

宮
崎
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
宮
崎
太
陽
キ
ャ
ピ
タ
ル

宮
崎

2
0
0
4
年
９
月
宮
崎
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

不
明

宮
崎
銀
行
、
宮
崎
太
陽
銀
行

オ
リ
ッ
ク
ス

沖
縄

2
0
0
4
年

1
0
月
か
い
ほ
う
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

不
明

沖
縄
海
邦
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

沖
縄

2
0
0
5
年
３
月
沖
縄
が
ん
じ
ゅ
う
フ
ァ
ン
ド

不
明

沖
縄
銀
行

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ



与
が
債
権
売
却
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
公
的
機
関
が
フ
ァ
ン
ド
設
立
か
ら
運
用
に
い
た
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
の
公
的
機
関
が
果
た
し
て
い
る
役
割
は
、
①
フ
ァ
ン
ド
設
立
の
提
唱
、
②
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
、
③
再
生
支
援
協
議
会
を
通

じ
た
連
携
な
ど
で
あ
り
、
再
生
支
援
協
議
会
は
、
再
生
対
象
企
業
か
ら
の
相
談
窓
口
の
提
供
、
支
援
機
関
の
紹
介
、
法
的
整
理
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
再
生
計
画
の
策
定
支
援
、
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
公
的
機
関
が
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
関

与
し
た
場
合
、
①
地
元
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
認
知
度
が
高
ま
る
こ
と
、
②
債
権
者
間
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
や
す
い

こ
と
、
③
免
除
益
課
税
や
金
融
機
関
の
無
税
償
却
に
お
い
て
優
遇
措
置
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
④
金
融
機
関
の
債
務
者
区
分
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

第
三
に
、
国
内
外
大
手
の
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社
の
参
入
は
一
部
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
点
で
あ
る
。

従
来
の
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
で
は
、
外
資
系
の
場
合
、
リ
ッ
プ
ル
ウ
ッ
ド
、
サ
ー
ベ
ラ
ス
、
ロ
ー
ン
ス
タ
ー
、
カ
ー
ラ
イ
ル
、

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
な
ど
の
投
資
会
社
や
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
な
ど

の
投
資
銀
行
、
国
内
系
の
場
合
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
Ｍ
Ｎ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
な
ど
の

投
資
会
社
、
あ
る
い
は
野
村
証
券
、
大
和
証
券
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
日
興
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、

地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
投
資
会
社
や
投
資
銀
行
、
証
券
会
社
は
ほ
と
ん
ど
算
入
し
て
い
な
い
。
唯
一
の
外
資
系
は
、

Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
ジ
ャ
パ
ン
の
一
〇
〇
％
出
資
会
社
で
あ
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
中
小

企
業
再
生
を
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
・
ミ
ド
ル
リ
タ
ー
ン
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
他
の
外
資
系
フ
ァ
ン
ド
の
算
入
は
見
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
国
内
系
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
大
和
証
券
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
が
北
海
道
と
東
京
で
そ
れ
ぞ

れ
の
地
元
金
融
機
関
の
参
加
を
得
る
と
と
も
に
、
地
元
地
方
自
治
体
の
出
資
を
得
て
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
・
運
営
し
、
ま

た
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｎ
Ｃ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
、
日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
と
ア

（20）



ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を
結
ん
で
、
な
が
さ
き
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
を
手
が
け
て
い
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
動
き
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
大
型
案
件
や
有
名
案
件
へ
の
投
資
で
注
目
さ
れ
た
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
続
々
と
算
入
す
る
よ
う
な
様
子
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
に
と
っ
て
、
地
方
中
小
企
業
は
規
模
の
面
で
、
投
資
対
象
と
な
り
に
く
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。第

四
に
、
各
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
総
額
は
二
〇
〜
五
〇
億
円
程
度
、
大
き
な
も
の
で
も
一
〇
〇
億
円
規
模
で
あ
り
、
通
常
の
企
業
再

生
フ
ァ
ン
ド
に
比
べ
て
小
規
模
で
あ
る
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
国
内
系
お
よ
び
外
資
系
の
再
生
フ
ァ
ン
ド
や
大
手
証
券
会
社
の
プ

リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
部
門
の
投
資
枠
は
、
数
百
億
円
か
ら
一
千
億
円
を
超
え
る
規
模
で
あ
り
、
一
フ
ァ
ン
ド
単
位
で

も
最
低
一
〇
〇
億
〜
二
〇
〇
億
円
程
度
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
ラ
イ
ン
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
ァ
ン

ド
投
資
枠
が
小
さ
い
の
は
、
中
堅
・
中
小
企
業
が
投
資
対
象
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
一
件
あ
た
り
の
投
資
額
は
、
お
お
む
ね
数
千
万

円
か
ら
二
、
三
億
円
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
に
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
方
針
は
、
基
本
的
に
債
権
買
取
型
（
デ
ッ
ト
型
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
初
に
述
べ
た
よ
う

に
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
多
く
が
地
域
金
融
機
関
の
不
良
債
権
処
理
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
部
の
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
株
式
等
に
よ
る
出
資
も
見
ら
れ
る
。

２
　
地
方
銀
行
主
導
型
フ
ァ
ン
ド

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
は
地
銀
を
中
心
と
す
る
地
方
金
融
機
関
の
関
与
が
特
徴
で
あ
り
、
な
か
で
も
地
銀

主
導
型
フ
ァ
ン
ド
は
、
地
銀
と
投
資
フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社
と
が
提
携
し
て
設
立
・
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の

構
成
を
み
る
と
、
単
一
の
地
銀
と
投
資
フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社
が
提
携
し
て
い
る
場
合
と
、
複
数
の
地
銀
が
相
乗
り
で
フ
ァ
ン
ド
を
設

（21）



立
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
は
、
個
別
の
地
銀
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
、
案
件
も
当
該
地
銀
の
取
引
先
で
あ
る
の
で
、
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
と
み
な
さ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
銀
の
取
引
先
が
対
象
案
件
と
な
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
型
と
み
な
さ
れ
る
。

ま
ず
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
と
し
て
、
福
岡
銀
行
と
ジ

ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
が
提
携
し
て
設
立
し
た
福
岡
銀
行
再

生
フ
ァ
ン
ド
（
図
表
２
）
が
あ
る
。
同
行
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
ジ
ェ

イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
提
携
し
て
、
地
銀
に
よ
る
初
め
て
の
地

域
再
生
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
し
、
ま
た
二
〇
〇
三
年
五
月
に
同
行
の
一
〇

〇
％
出
資
に
よ
っ
て
ふ
く
お
か
サ
ー
ビ
サ
ー
を
設
立
し
、
フ
ァ
ン
ド
と
サ

ー
ビ
サ
ー
が
共
同
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

他
方
、
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
と
し
て
は
、
オ
リ
ッ
ク
ス
が

佐
賀
銀
行
等
三
金
融
機
関
と
提
携
し
て
運
営
し
て
い
る
、
九
州
広
域
企
業

再
生
フ
ァ
ン
ド
、
リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
伊
予
銀
行
、
愛
媛
銀
行
等
七

金
融
機
関
と
提
携
し
て
運
用
し
て
い
る
、
え
ひ
め
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン

ド
（
図
表
４
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
地
銀
主
導
型
の
地
域
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
・
運
営
上
、
以

（22）

図表２

（資料）福岡銀行の資料より

ファンドの規模 総額200億円
→第１号ファンド（子ファンド）は2003年９月に60億規模で立上げ

投資対象 福岡銀行の不良債権、事業会社の流動化可能資産（不動産・株式等）

設立時期 2003年４月
運営期間 投資期間（債権等買取期間）：２年、運営期間：５年
運営会社 （株）ジェイ・ウィル・パートナーズ
特　　徴 ・当初は福岡銀行専用の地域特化型再生ファンド（以後、全国展開）

・債権売却後も、債務者毎に銀行の意向を反映させることが可能
（子会社サービサーに管理回収を委託）

投資家
（出資者）

福岡銀行〈出資割合約15％〉、その他機関投資家（日本政策投資銀行、
一般事業会社等）

・事業価値を有しているが過剰債務・非効率経営等により自力再
生が困難な先
・再生は困難であるが、収益性の高い不動産等の資産を有してい
る先
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図表３

サービサー 
《ふくおか債権回収（株）》 

福岡銀行の 
100％子会社 福岡以外の地域 

（全国展開） 

福岡銀行 

拡大 

福岡地域 

福岡の 
事業企業 

サービシング委託 

子ファンド（SPC） 

福岡銀行 
債権 

ノンリコース 
ローン 

匿名組合 
出資① 

ファンド運営会社 
《（株）ジェイ・ウィル・パートナーズ》 

日本人の事業再生 
におけるプロ12名 

ファンド運営 

親ファンド 

投資資産 

匿名組合出資 

匿名組合出資① 

名目資本金 

子ファンド（SPC） 

事業会社 
の債権・ 
不動産等 

ノンリコース 
ローン 

匿名組合 
出資② 

匿名組合出資② 

匿名組合出資● 

債権売却 

資産売却 

日本の投資家 

福岡銀行 

日本政策 
投資銀行 

銀　行 

機　関 
投資家 

事業法人 

投資 

配当 

図表４

えひめ中小企業再生ファンド（仮） 

地域の経済活力や雇用 
について大きな役割を 
果たす県内中小企業 

中
小
企
業 

中
小
企
業 

中
小
企
業 

中長期的な株式、 
債権の保有 
継続的な 
経営支援 

相談 

再生計画策定支援 

愛媛県中小企業 
再生支援協議会 

連携 
連携 

地域金融機関 

債権買取 

えひめ中小企業再生ファンド（仮） 
（投資事業有限責任組合） 

有限責任組合員 

総額：30億円 

無限責任組合員 

（株）えひめ・ 
リバイタル・ 
マネジメント 
（0.3億円） 

中小機構 
（15億円） 

愛媛信用金庫 
（0.5億円） 

三津浜信用金庫 
（５百万円） 

宇和島信用金庫 
（５百万円） 

東予信用金庫 
（５百万円） 

川之江信用金庫 
（５百万円） 

（有）リサ･リバイタル･サポート 
（２億円） 

（株）伊予銀行 
（８億円） 

（株）愛媛銀行 
（４億円） 

（資料）福岡銀行の資料より

（資料）中小企業庁HPより



下
の
点
が
課
題
と
な
る
。

ま
ず
、
銀
行
と
の
連
結
決
算
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ァ
ン
ド
と
銀
行
と
の
人
的
・
資
本
的
関
係
が
強
い
場
合
、
銀
行
の
連
結

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
①
フ
ァ
ン
ド
運
営
会
社
と
の
資
本
関
係
・
人
的
関
係
を
遮
断
し
、
フ
ァ
ン

ド
の
独
立
性
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
②
銀
行
が
フ
ァ
ン
ド
に
匿
名
組
合
出
資
者
と
し
て
出
資
す
る
場
合
、
出
資
比
率
を
二
〇
％
未

満
と
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
１
）。

次
に
、
債
権
売
却
者
と
し
て
、
当
該
売
却
が
真
正
売
買
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
当
該
金
融
資

産
に
対
す
る
譲
受
人
の
権
利
が
譲
渡
人
及
び
そ
の
債
権
者
か
ら
法
的
に
保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
譲
受
人
が
当
該
金
融
資
産
の
契

約
上
の
権
利
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
通
常
の
方
法
で
享
受
で
き
る
こ
と
、
③
譲
受
人
が
当
該
金
融
資
産
を
満
期
日
前
に
買
戻
す
権
利

お
よ
び
義
務
を
実
質
的
に
有
し
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
公
認
会
計
士
協
会
の
「
金
融
商
品
会
計
に
関
す
る
実
務
指
針
四
〇
項
」
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

四
〇
項
と
は
、
金
融
資
産
の
譲
渡
人
が
譲
渡
先
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
発
行
す
る
証
券
等
を
保
有
す
る
場
合
、
証
券
等
の
保
有
者
が
譲
渡

人
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
保
有
部
分
の
譲
渡
は
な
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
、
銀
行
に
よ
る

フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
の
う
ち
、
銀
行
保
有
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
債
権
の
譲
渡
が
な
か
っ
た
も
の
と
取
り
扱
わ
れ
、
売
却
債
権
元

本
や
売
却
損
益
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
Ｓ
Ｐ
Ｃ
へ
の
出
資
の
際
、
銀
行
の
出
資
割
合
を
低
く
（
五
％

未
満
）
す
る
必
要
が
あ
る
（
２
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
債
権
を
買
い
取
り
が
中
心
で
あ
り
、
過
剰
債
務
の
圧
縮
が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
ド
の
特
徴
か
ら
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ド
を
「
日
本
型
債
務
圧
縮
フ
ァ
ン
ド
」
と
よ
び
、
従
来
の
企
業
（
事
業
）

再
生
フ
ァ
ン
ド
と
概
念
的
に
区
別
す
る
説
明
も
見
ら
れ
る
（
３
）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
地
銀
主
導
型
フ
ァ
ン
ド
は
、
単
に
債
権
を
銀
行
の
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
切
り
離
し
、
不
良
債
権
の
圧
縮
だ
け
を
図
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
取
引
関
係
の
維
持
・
継
続
を
も
図
る

点
で
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
一
環
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
企
業
の
債
権
売
却
後
も
、
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
者

あ
る
い
は
フ
ァ
ン
ド
と
提
携
し
て
い
る
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
再
生
支
援
を
行
い
、
企
業
再
生
を
遂
行
し
、
そ
の
後
改
善
し
た
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
や
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
貸
付
債
権
を
フ
ァ
ン
ド
に
返
済
さ
せ
、
投
資
資
金
を
回
収
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
て

い
る
。

３
　
公
的
機
関
の
関
与
に
つ
い
て

こ
れ
ら
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
公
的
機
関
の
関
与
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
る
と
、
公
的
機
関
の
主
導
に
よ

る
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
・
運
営
す
る
ケ
ー
ス
と
、
地
銀
主
導
型
フ
ァ
ン
ド
へ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
ケ
ー
ス
と
が
あ
る
。

た
だ
し
、
公
的
機
関
が
支
援
し
て
い
る
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
の
地
銀
主
導
型
フ
ァ
ン
ド
に
は
、

公
的
機
関
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
都
道
府
県
か
ら
の
出
資
、
地
元
支
援
協
議
会
と
の
連
携
な
ど
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
の
は
、
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
の
フ
ァ
ン
ド
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
個
別
の
フ
ァ
ン
ド
の
設
立

動
機
が
公
的
機
関
主
導
に
よ
る
も
の
か
、
地
方
銀
行
や
フ
ァ
ン
ド
会
社
の
主
導
に
よ
る
も
の
か
は
、
外
観
上
は
明
確
に
区
別
で
き
な

い
。と

こ
ろ
で
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
関
与
す
る
公
的
機
関
と
そ
の
役
割
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に

金
融
庁
が
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
機
能
強
化
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
取
り
ま
と
め
、
そ
こ
で

「
各
金
融
機
関
に
対
し
、
政
府
系
金
融
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
企
業

再
生
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
要
請
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
方
自
治
体
お
よ
び
そ
の
外
郭
団
体
は
、

（25）



地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
た
。
都
道
府
県
庁
の
取
り
組
み
は
、
フ
ァ
ン
ド
組
成
支
援
お
よ
び
フ
ァ
ン

ド
へ
の
出
資
な
ど
で
あ
り
、
ま
た
自
治
体
の
外
郭
団
体
で
あ
る
中
小
企
業
振
興
財
団
等
は
、
フ
ァ
ン
ド
事
業
推
進
協
議
会
等
の
母
体

と
な
っ
て
、
事
務
方
を
担
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
四
月
施
行
の
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
（
改
正
産
業
特
別
措
置

法
）
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
に
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
中
小
企
業
事
業
者
か
ら
の
相
談
窓
口
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
支
援
機
関
の
紹
介
、
金
融
機
関
と
の
調
整
、
再
生
計
画
策
定
支
援
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

再
生
フ
ァ
ン
ド
と
連
携
・
協
力
体
制
を
整
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
４
）。

他
方
、
中
央
省
庁
の
関
連
（
５
）

で
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

（
旧
、
中
小
企
業
総
合
事
業
団
）
が
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
（
栃
木
、
山
陰
、
南
国
土
佐
、
愛
媛
な
ど
）
を
支
援
し
、
出
資

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
投
資
銀
行
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の
経
済
対
策
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ
た
「
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
要
請
を
踏
ま
え
、
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
や
融
資
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
対
し
て
は
、

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
運
営
す
る
フ
ァ
ン
ド
が
債
権
購
入
の
た
め
に
設
立
し
た
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
に
対
す

る
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
の
提
供
、
と
ち
ぎ
地
域
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
や
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ
ァ
ン
ド
Ⅱ
へ
の
出
資
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
公
的
機
関
が
関
与
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
地
元
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ド
に

対
す
る
認
知
度
が
高
ま
る
点
で
あ
る
。
地
方
で
は
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
い
っ
て
も
認
知
度
は
低
く
、
む
し
ろ
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
に
、
金
融
機
関
の
債
権
譲
渡
に
支
障
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
た
と
え
ば
再
生
支

援
協
議
会
の
よ
う
な
機
関
の
紹
介
が
あ
る
と
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ン
ド
自
体
の
設
立
・
運
営
に
地
方
自
治
体
な
い
し
そ
の
外
郭
団
体
が

係
っ
て
い
る
と
、
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
認
知
度
や
信
頼
度
は
高
ま
り
や
す
い
。

第
二
に
、
債
権
者
間
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
や
す
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
私
的
整
理
の
場
合
、
不
同
意
の
債
権
者
に
対
す

る
拘
束
力
が
な
い
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
（
た
だ
乗
り
）
問
題
」
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
私
的
整
理
の
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ほ
う
が
法
的
整
理
よ
り
も
迅
速
に
再
建
で
き
る
た
め
、
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の
毀
損
が
小
さ
く
て
す
む
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
銀
行

債
権
者
に
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
、
準
メ
イ
ン
バ
ン
ク
、
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
な
ど
が
あ
り
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
関
係
の
希
薄
な
金
融
機
関
は
、

メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
負
担
を
押
し
付
け
る
誘
因
（
い
わ
ゆ
る
「
メ
イ
ン
寄
せ
」）
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
債
権
者
間
調
整
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
公
的
機
関
が
各
債
権
者
の
合
理
的
な
判
断
を
促
し
、
適
切
な
調
整
機
能
を
果
た
せ
ば
、
債

権
者
間
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
可
能
性
は
高
ま
る
だ
ろ
う
（
６
）。

そ
の
際
、
公
的
機
関
の
関
与
の
も
と
に
合
理
的
な
再
建
計
画
が
策
定

さ
れ
た
場
合
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
債
権
者
間
調
整
の
誘
因
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
免
除
益
課
税
や
金
融
機
関
の
無
税
償
却
に
お
い
て
優
遇
措
置
が
得
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日
付
で

国
税
庁
が
示
し
た
通
知
「
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
で
策
定
し
た
再
建
計
画
に
基
づ
き
債
権
放
棄
が
行
わ
れ
た
場
合
の
税
務
上
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
法
人
税
基
本
通
達
九
―
四
―
一
お
よ
び
九
―
四
―
二
に
定
め
ら
れ
て
い
る
通
り
、
合
理
的
な
再
建

計
画
に
基
づ
く
債
権
放
棄
等
に
よ
る
損
失
で
あ
れ
ば
税
務
上
損
金
算
入
さ
れ
る
旨
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
回
答
の
も

と
に
な
っ
た
中
小
企
業
庁
へ
の
照
会
で
は
、
再
建
計
画
の
合
理
性
を
示
す
具
体
例
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
①
再
建
計
画
内

容
の
合
理
性
、
②
損
失
負
担
額
（
支
援
額
）
の
合
理
性
、
③
再
建
管
理
の
方
法
、
④
支
援
者
の
範
囲
の
相
当
性
、
⑤
負
担
割
合
（
支

援
割
合
）
の
合
理
性
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
金
融
機
関
の
債
務
者
区
分
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
点
で
あ
る
。
金
融
庁
の
「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
別
冊

﹇
中
小
企
業
融
資
編
﹈
」（
二
〇
〇
四
年
二
月
）
で
は
、
経
営
再
建
計
画
に
沿
っ
た
経
営
再
建
が
開
始
さ
れ
て
い
る
場
合
の
貸
出
条

件
緩
和
債
権
の
取
扱
い
（
卒
業
基
準
）
に
関
し
て
、「
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
が
策
定
支
援
し
た
事
業
再
生
計
画
に
つ
い
て
も
、

株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
が
買
取
を
決
定
し
た
債
権
に
係
る
債
務
者
に
つ
い
て
の
事
業
再
生
計
画
と
、
原
則
と
し
て
同
様
に
取
り
扱

う
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
貸
出
条
件
緩
和
債
権
に
は
該
当
し
な
い
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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４
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

今
年
四
月
、
大
阪
産
業
振
興
機
構
と
共
同
し
て
、
四
三
の
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
対
し
て
、
運
営
管
理
者
、
設
立
時
期
、
設
置
期

間
、
フ
ァ
ン
ド
規
模
、
投
資
先
企
業
の
地
域
と
規
模
、
そ
の
業
種
、
投
資
手
法
、
一
社
あ
た
り
の
投
資
額
、
投
資
期
間
、
投
資
委
員

会
の
構
成
、
投
資
先
企
業
選
定
基
準
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携
、
地
元
金
融
機
関
と
の
連
携
、
投
資
実
績
（
企
業
数
、
金
額
、
エ
ク

イ
テ
ィ
出
資
・
デ
ッ
ト
買
取
）、
支
援
状
況
（
検
討
中
お
よ
び
支
援
決
定
の
社
数
・
業
種
・
企
業
規
模
）
な
ど
を
質
問
項
目
と
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
の
フ
ァ
ン
ド
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
回
答
内
容
の
非
開
示
を
希
望

す
る
フ
ァ
ン
ド
も
あ
り
、
か
つ
質
問
項
目
の
い
く
つ
か
（
特
に
投
資
先
企
業
に
関
す
る
質
問
）
に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
か
ら
公
表
し

な
い
も
の
の
あ
っ
た
の
で
、
フ
ァ
ン
ド
ご
と
の
回
答
内
容
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
全
体
の
集
計
結
果
を
示
す
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
も
っ
と
も
興
味
深
い
点
は
、
投
資
実
績
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
投
資
企
業
数
に
つ
い
て
回

答
が
あ
っ
た
の
は
一
二
フ
ァ
ン
ド
で
あ
り
、
投
資
企
業
総
数
は
三
九
社
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
フ
ァ
ン
ド
平
均
三
・
三
社
で

あ
る
。
こ
の
数
字
を
単
純
に
四
五
の
フ
ァ
ン
ド
に
当
て
は
め
れ
ば
、
全
国
で
一
四
六
社
が
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
を
受
け
て
い

る
計
算
に
な
る
。
次
に
、
投
資
金
額
に
つ
い
て
は
、
六
フ
ァ
ン
ド
か
ら
回
答
が
あ
り
、
投
資
総
額
は
四
〇
億
六
五
〇
〇
万
円
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
一
フ
ァ
ン
ド
平
均
六
億
四
四
五
〇
万
円
と
な
り
、
四
五
フ
ァ
ン
ド
に
当
て
は
め
れ
ば
、
約
三
〇
五
億
円
と
な
る
。

第
三
に
、
投
資
手
法
に
つ
い
て
は
、
一
八
フ
ァ
ン
ド
か
ら
回
答
が
あ
り
、
う
ち
七
フ
ァ
ン
ド
が
デ
ッ
ト
中
心
、
五
フ
ァ
ン
ド
が
デ
ッ

ト
と
エ
ク
イ
テ
ィ
、
五
フ
ァ
ン
ド
が
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
不
動
産
、
一
フ
ァ
ン
ド
が
エ
ク
イ
テ
ィ
（
関
連
社
債
を
含
む
）
と
な

っ
て
い
る
。
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
と
い
え
ば
、
債
権
買
取
と
い
う
理
解
が
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
多
く
の
フ
ァ
ン
ド
は
、

エ
ク
イ
テ
ィ
出
資
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
が
想
定
さ

（28）



れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
四
に
、
投
資
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
〇
フ
ァ
ン
ド
か
ら
回
答
が
あ
り
、
債
権
買
取
一
五
社
、
エ

ク
イ
テ
ィ
投
資
一
四
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
も
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
を
か
な
り
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
を
行
っ
て
い
る
フ
ァ
ン
ド
は
、
こ
の
う
ち
四
フ
ァ
ン
ド
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
公
的
機
関
の

関
与
度
が
高
く
、
か
つ
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
の
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
。

ま
と
め

以
上
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
現
状
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
特
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
守
秘
義
務
の
制
約
が
あ
り
、
さ
ら
に
設

立
後
の
日
数
の
短
い
フ
ァ
ン
ド
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
全
体
と
し
て
、
投
資

企
業
数
は
そ
う
多
く
な
く
、
投
資
金
額
も
ま
だ
残
高
が
積
み
あ
が
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
投
資
手
法
で
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
地
銀
の
保
有
す
る
債
権
買
取
が
中
心
で
あ
り
、

逆
に
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
型
は
債
権
買
取
だ
け
で
な
く
、
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
も
行
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
前
者
の
フ
ァ
ン
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
銀
の
不
良
債
権
処
理
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
単
に
不
良
債
権
処
理
だ
け

で
な
く
、
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
を
行
う
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
の
利
回
り
や
採
算
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

注（
１
）

出
資
比
率
に
関
し
て
は
、
監
査
法
人
に
よ
る
個
別
判
断
が
必
要
で
あ
る
が
、
二
〇
％
未
満
な
ら
ば
連
結
対
象
外
と
み
な
さ
れ
、
二
〇
％
以

上
四
〇
％
未
満
な
ら
ば
、
実
態
面
の
判
断
が
必
要
と
な
り
、
持
分
法
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
四
〇
％
以
上
だ
と
連
結
対
象
と
な

（29）



る
可
能
性
が
大
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

（
２
）

公
認
会
計
士
協
会
の
「
金
融
商
品
会
計
に
関
す
る
実
務
指
針
四
〇
項
」
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。「
特
別
目
的
会
社
を
用
い
た
証
券

化
に
お
い
て
、
譲
受
人
が
、
金
融
資
産
の
譲
渡
対
価
の
全
部
ま
た
は
一
部
と
し
て
特
別
目
的
会
社
の
発
行
す
る
証
券
等
（
信
託
の
受
益
権
、

組
合
の
出
資
金
、
株
式
、
会
社
の
出
資
金
、
社
債
、
劣
後
債
等
）
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
金
融
商
品
会
計

基
準
注
解
に
よ
り
証
券
等
の
保
有
者
が
譲
受
人
と
み
な
さ
れ
、
譲
渡
人
が
譲
受
人
と
な
る
か
ら
当
該
保
有
部
分
の
譲
渡
は
な
か
っ
た
も
の

と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
全
部
ま
た
は
一
部
に
対
応
す
る
譲
渡
金
融
資
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
は
、『
残
存
部
分
』
と
し
て
取
扱
い
、

金
融
資
産
の
消
滅
の
認
識
を
行
わ
な
い
。」

（
３
）

「
日
本
型
債
務
圧
縮
フ
ァ
ン
ド
」
と
い
う
概
念
は
、
日
本
の
企
業
再
生
に
詳
し
い
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ギ
ト
リ
ンR

ichard
A

.G
itlin

弁
護
士

（
ビ
ン
グ
ハ
ム
・
デ
ー
ナ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
律
事
務
所
）
の
命
名
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
、
タ
イ
や
韓
国
で
も
活
用
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
田
作
朋
雄
「
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
」、『
債
権
管
理
』、N

o.96

、
二
〇
〇
二
年
四
月
五
日
、
三
八
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
４
）

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
の
支
援
事
例
に
つ
い
て
は
、
細
川
喜
孝
「
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
に
よ
る
再
生
計
画
策
定
支
援
事
例
〜

具
体
的
再
生
案
件
に
お
け
る
事
業
面
お
よ
び
財
務
面
か
ら
の
考
察
」、『
事
業
再
生
と
債
権
管
理
』、N

o.104

、
二
〇
〇
四
年
四
月
五
日
、

に
詳
し
い
。

（
５
）

こ
こ
で
は
、
産
業
再
生
機
構
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
が
、
同
機
構
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
地
方
再
生
に
お
け
る
産
業
再
生
機
構
の
役
割
」、

『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』、N

o.1629

、
二
〇
〇
五
年
四
月
、
参
照
。

（
６
）

公
的
機
関
が
債
権
者
間
調
整
機
能
を
果
た
し
た
好
例
と
し
て
、
産
業
再
生
機
構
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
本
稿
作
成
に
関
し
て
は
、
余
田
俊
和
氏
（
財
団
法
人
大
阪
産
業
振
興
機
構
）、
奥
総
一
郎
氏
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会

（30）



社
）、
吉
戒
孝
氏
（
福
岡
銀
行
）
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
、
多
数
の
フ
ァ
ン
ド
関
係
者
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）

（31）


